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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水溶性不織布もしくは水溶性フィルムと、
該水溶性不織布上もしくは水溶性フィルム上に保持されたカルボキシ基含有水溶性高分子
、多価アルコール及び酸を必須構成成分とするアルコゲルとを有する化粧用アルコゲルシ
ートであって、
該水溶性不織布の目付量は５～１００ｇ／ｍ２であり、該水溶性フィルムの厚さは５～５
０μｍであり、
該ゲルシート単体の厚みは４０～６００μｍであり、該水溶性不織布もしくは水溶性フィ
ルムを含む化粧用ゲルシートの全体の厚みは５０～７００μｍであり、
該アルコゲルの含水量は30質量％以下である化粧用アルコゲルシート。
【請求項２】
　前記アルコゲルの含水量が20質量％以下である請求項１に記載の化粧用アルコゲルシー
ト。
【請求項３】
　前記カルボキシ基含有水溶性高分子がカルボキシ基含有多糖類であることを特徴とする
請求項１又は２に記載の化粧用アルコゲルシート。
【請求項４】
　前記カルボキシ基含有水溶性高分子１質量部に対し、前記多価アルコール含量が10～10
00質量部であることを特徴とする請求項１ないし３のいずれか１項に記載の化粧用アルコ
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ゲルシート。
【請求項５】
　皮膚貼付により発熱することを特徴とする請求項１ないし４のいずれか１項に記載の化
粧用アルコゲルシート。
【請求項６】
　前記カルボキシ基含有多糖類が、キサンタンガム、ゲランガム、アルギン酸、ヒアルロ
ン酸及びカルボキシメチルセルロースからなる群から選ばれる１又は複数の化合物である
ことを特徴とする請求項３ないし５のいずれか１項に記載の化粧用アルコゲルシート。
【請求項７】
　前記多価アルコ－ルが、グリセリンであることを特徴とする請求項１から６のいずれか
１項に記載の化粧用アルコゲルシート。
【請求項８】
　前記酸が、クエン酸、酒石酸、乳酸及び塩酸からなる群から選ばれる１又は複数の化合
物であることを特徴とする請求項１から７のいずれか１項に記載の化粧用アルコゲルシー
ト。
【請求項９】
　カルボシキ基含有水溶性高分子、多価アルコール及び酸を必須成分として含む水溶液を
フィルム上に塗布するか又はトレイに流し込み、含水量が30質量％以下となるように乾燥
させ、水溶性不織布もしくは水溶性フィルムをラミネートして化粧用アルコゲルシートを
製造することを特徴とし、
該水溶性不織布の目付量は５～１００ｇ／ｍ２であり、該水溶性フィルムの厚さは５～５
０μｍであり、
該ゲルシート単体の厚みは４０～６００μｍであり、該水溶性不織布もしくは水溶性フィ
ルムを含む化粧用ゲルシートの全体の厚みは５０～７００μｍである、
化粧用アルコゲルシートの製造方法。
【請求項１０】
　前記アルコゲルシートを製造するにあたり、該水溶液中の前記酸の含有量が、該水溶液
のpHを2.0～4.5とするに適当な量であることを特徴とする請求項９に記載の化粧用アルコ
ゲルシートの製造方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、水溶性高分子アルコゲルを用いる新しい化粧料及びその製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　化粧用ゲルシートはスキンケア用素材であり、肌に貼り付けるとうるおい効果や冷感・
熱感を与える。ゲルシートは化粧水や化粧乳液のように流れず、長時間にわたり皮膚に効
果を発揮する。
【０００３】
　従来の化粧用ゲルシートは、親水性の樹脂を水に溶解させゲル化させたもので、その中
に水・保湿剤・電解質などを保持させて使用されてきた。従来のゲルシートはハイドロゲ
ルであり、多量の水を含み、架橋剤によって親水性樹脂を架橋させることが必須であった
。
【０００４】
　コラーゲンやキチン、キトサン、アルギン酸、セルロース等の多糖類を構成成分とする
シート状パック剤（特許文献１）や、ポリアクリル酸、多価アルコール、水、外部架橋剤
を必須成分として含有するスキンケア化粧用ゲルシートが知られている（特許文献２）。
　紅藻多糖類（寒天及びアガロース等）と発酵多糖類（グルコマンナン、ガラクトマンナ
ン等）とを含む多糖類ゲルシートも報告されている（特許文献３）。また、イオン性基を
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有する親水性高分子と水からなるゲルシートも報告されている（特許文献４）。イオン性
基を有する親水性高分子としては、ポリビニルアルコール誘導体、（メタ）アクリル酸エ
ステル共重合体、セルロース誘導体、多糖類誘導体（キサンタンガム、グアーガム等）が
例示されている。アミロースよりなる水不溶性のゲルシートに美容液が含浸された、２成
分系のシート状パック化粧料も報告されている（特許文献５）。
【０００５】
　親水性基を有する天然高分子、例えば中性多糖類、アニオン性多糖類、カチオン性多糖
類やタンパク質を用いた生体用粘着ゲルシート（特許文献６）、あるいはコラーゲン及び
ゲル化剤及び多価アルコール化合物を含むゲルシート（特許文献７－９）も報告されてい
る。
　ゲルシートに多糖類を混和すると好適なことも指摘されている（特許文献１０、１１）
。好ましい多糖類としては、中性多糖類（例えば、セルロース、アガロース、メチルセル
ロース、ヒドロキシプロピルセルロース、カードラン、キシログルカンなど）、アニオン
性多糖類（ペクチン酸、アルギン酸、アガロース、カルボキシルメチルデンプン、カルボ
キシルメチルデキストランなど）、カチオン性多糖類（キチン、キトサン、カチオン化セ
ルロース、カチオン化デンプン、カチオン化デキストランなど）が例示されている。
【０００６】
　しかしこれまで公表されてきた従来型のゲルシートはハイドロゲルであり、大量の水を
含むことが特徴である。このためシートが重く、皮膚に貼付したさい顔を上にして静かに
仰臥していないとシートがずり落ちる問題がある。また冬季には、冷たく不快感を与える
。従来型のゲルシートはいわば永久架橋型であり、架橋を壊すには極端なｐＨにするか、
高温にする必要があった。
　一方、ヒアルロン酸と多量のグリセリンを混合し、ヒアルロン酸のカルボキシ基同士の
会合によりヒアルロン酸を疑似架橋させたシート状の化粧料も報告されている（特許文献
１２）。しかしながらこのシート状化粧料は機械的強度にやや乏しく取り扱いに注意が必
要であった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開平３－０８１２１３号公報
【特許文献２】特開平１１－２２８３４０号公報
【特許文献３】特表２００３－５１８００８号公報
【特許文献４】特開２００５－１４５８９５号公報
【特許文献５】特開２００５－２１３１７６号公報
【特許文献６】特開２００８－１３７９７０号公報
【特許文献７】特開２００９－０９１３４２号公報
【特許文献８】特開２００９－１０８００５号公報
【特許文献９】特開２００９－１０８００６号公報
【特許文献１０】特開２００９－１０８００７号公報
【特許文献１１】特開２００９－１０８００８号公報
【特許文献１２】特開２０１４－０２４８２８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明が解決しようとする課題は、従来型の永久架橋型ゲルと新しい擬似架橋型ハイド
ロゲルシートの問題点を解決し、アルコゲルを用いた新しく使いやすい化粧用ゲルシート
を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決するためになされた本発明に係る化粧用ゲルシートは、水溶性不織布も
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しくは水溶性フィルムと、該水溶性不織布若しくは水溶性フィルム上に保持されたカルボ
キシ基含有水溶性高分子、多価アルコール及び酸を必須構成成分とするアルコゲルとを有
することを特徴とする。
　ここにカルボキシ基含有水溶性高分子とは、分子内に置換基としてカルボキシ基を有す
る水溶性高分子をいう。
【００１０】
カルボキシ基含有水溶性高分子、酸及び多価アルコールを含む水溶液を調製し、その水分
を蒸発させてｐＨを下げると、カルボシキシ基同士の会合により水溶性高分子が疑似架橋
し、容易にゲル化する。本発明の化粧用ゲルシートは、カルボキシ基含有水溶性高分子の
この性質を利用したアルコゲルである。
【００１１】
　ゲルシート中の水分量が少ないのは物性的には問題ないが、水の蒸発のためのエネルギ
ーコストが高額となる。そのため実用上は化粧用アルコゲルシートの性質を損なわない程
度の水分を残してもよい。
　本発明のアルコゲルにおいて、含水量は30質量％以下であることが好ましく、20質量％
以下であるとなお好ましい。ここに含水量とはアルコゲル中の含水量をいい、水溶性不織
布もしくは水溶性フィルムの質量は全体の質量に含まない。
【００１２】
　本発明のアルコゲルは、ゲル中の含水量が30質量％を超えると水溶性高分子のゲル化が
不十分となり、そのためゲルシートの機械的強度が弱くなるのでゲルシートのみの化粧品
シートでは実用上問題がある。しかしながら本発明においては水溶性不織布もしくは水溶
性フィルム（以下水溶性不織布等という）を用いるので、ゲルシート自身の機械的強度が
減少しても水溶性不織布等により保持されるので、ゲルシートの含水量がより多くてもよ
い。しかしながらゲルシート中の水分が多すぎると水分が裏打ちされた水溶性不織布等へ
移行し水溶性不織布等を溶解させてしまう恐れが生じる。
【００１３】
　カルボキシ基含有水溶性高分子としては、ポリアクリル酸及びその共重合体のような合
成カルボキシ基含有高分子とカルボキシ基含有多糖類が考えられるが、後者のほうが本発
明ではより好ましい。合成高分子であるカルボキシ基含有水溶性高分子は、残留モノマー
のため不快な臭気を有することがあるためである。
【００１４】
　本化粧用アルコゲルシート中には、ハイドロゲルシートの場合のように水溶性２価イオ
ンを含有させる必要はない。多量の水（ゲルシートの70質量％以上）を含む従来型ハイロ
ドゲルシートの場合、カルボキシ基含有水溶性高分子をゲル化するためには水溶性２価金
属イオンにより架橋する必要がある（特許文献１、２）。本発明では、ゲル中の水分量を
減らし、カルボキシ基どうしの会合を利用するので金属塩は必要としない。
　また、多量の水を含み２価金属イオンにより会合したゲルシートは、皮膚に適用後水と
ともにマッサージしても、カルボシキ基含有多糖類が水に溶けることはない。従来型ハイ
ドロゲルシートと本発明の化粧用ゲルシートとはゲル会合の機構が明確に異なり、その結
果異質の効果を有する。
【００１５】
　カルボキシ基含有水溶性高分子は酸性水溶液下でカルボキシ基の会合に起因してゲル状
となるが、pHが中性に近づくとゲル構造が破壊されて水溶液となる。すなわちpH変化に伴
い可逆的にゲル状態と可溶状態をとる。それゆえ、ゲル状態で皮膚に貼付した後適量の水
を加えてマッサージすると、多糖類ゲルが可溶化して多糖類及び配合有価成分を皮膚に効
果的に吸収させることが可能となる。
　前記水溶液のpHが2.0以下となる酸濃度では、ゲル構造が強固であるため適量の水を加
えてマッサージしても可溶状態になりにくい。ここで適量とは、化粧用ゲルシートを顔面
に貼付し水を加えるとき、顔面から流れ落ちない程度の量をいう。顔面に保持できないほ
どの多量の水を加えることは実用上意味を有しない。
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【００１６】
　多価アルコールは水と接触すると発熱する性質を有する。本アルコゲルシートの最大成
分である多価アルコールは、ゲルシートを肌に貼付し水を加えたときに発熱し、皮膚に心
地よい温感を与える。従来のゲルシートは多量の水を含むので有意な発熱をしないが、水
分含有量の少ない本発明のアルコゲルシートは温感を生じる。
【００１７】
　カルボキシ基含有多糖類としては、カルボキシ基を有するキサンタンガム、ゲランガム
、アルギン酸、カルボキシメチルセルロース、ヒアルロン酸等が好適に用いられる。それ
らは、ナトリウム塩またはカリウム塩等に一部変換されていてもよい。
【００１８】
　カルボキシ基含有水溶性高分子の分子量は、約5×10４～5×10６ダルトンの範囲が好ま
しい。分子量がこの範囲内であれば、異なる水溶性高分子を混合してもよく、また同一水
溶性高分子の分子量の異なるものを混合して用いてもよい。また、この範囲の分子量のも
のとこの範囲より分子量が小さいものを混合して用いることもできる。
【００１９】
　本発明で用いられる酸は、塩酸、酢酸、乳酸等の１塩基酸、クエン酸、シュウ酸、酒石
酸等の多塩基酸等を用いることができる。クエン酸、酒石酸及び乳酸が特に好ましい。ま
た、２種類以上の酸を混合して用いることができる。
【００２０】
　本発明で用いられる多価アルコールは特に限定されず、グリセリン、プロピレングリコ
ール、エチレングリコール、ポリエチレングリコール、1,3－ブチレングリコール、ジプ
ロピレングリコール、ソルビトール等を用いることができる。この中でもグリセリンが特
に好ましい。
【００２１】
　本化粧用アルコゲルシート中の各成分の好ましい含有量は次の通りである。カルボキシ
基含有水溶性高分子の量は、ゲル全体の0.1質量％から１0質量％の範囲が好ましい。カル
ボキシ基含有水溶性高分子の量が0.1質量％よりも少ないとゲルが柔らかくなり、優れた
弾性体のゲルを形成できない。一方、１0質量％を超えると固くなり、優れた弾性体のゲ
ルを形成できず皮膚への密着性も悪い。
　多価アルコールは、カルボキシ基含有水溶性高分子1質量部に対し10～1000質量部の範
囲が好ましく、30～500質量部の範囲がより好ましい。多価アルコールの量が10質量より
少ないと、適度の皮膚貼付性を有する優れた弾性体のゲルではなく硬いゲルとなる。一方
、1000質量を超えるとゲルが柔らかくなるかあるいはゲル形成が不可能となる。
【００２２】
　酸は、原料水溶液のpHがカルボキシ基含有水溶性高分子の会合が適切となるような量と
する。例えば、カルボキシ基含有水溶性高分子1質量部につき水120質量部を用いたとき、
酸の量は水溶液のpHを4.5～2.0にするに必要な量とするのが好ましい。水がこれより少な
ければpHを小さくしてもよく、多ければpHを大きくしてもよい。例示の水分量の場合、pH
が4.5以上では水を乾燥させても十分な強度のあるゲルにならない。また、pHが2.0以下に
なると原料水溶液が水を乾燥させる前にゲル化しやすく、よしんば乾燥してゲルシートを
生成させてもゲルシートを顔に貼ったとき刺激性を感じるので好ましくない。
【００２３】
　カルボキシ基含有多糖類アルコゲルでは、当初水溶液中の最大成分である水は乾燥過程
で揮散し、アルコゲルにおいては多価アルコールが最大成分となる。
【００２４】
　本発明のアルコゲルシート自身はカルボキシ基含有高分子同士の擬似架橋によりゲル化
し機械的強度を有するとはいえ、その強度を引っ張り試験機により測定すると破断応力は
0.1N/cm2程度であり、取扱中に不注意で破ってしまう恐れが大きい。
　しかし、本発明のアルコゲルシートは水溶性不織布等上に保持しているので、より安全
で取り扱い性が改良されている。水溶性不織布等で裏打ちしても本アルコゲルシートの特
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徴である、（１）皮膚に適用すると温感を生じる、（２）顔面皮膚に適用後適量の水と一
緒にマッサージするとゲルが可溶化してしまう、は依然として基本性質として保持してい
る。しかも取り扱い性は非常に改善されユーザーの使い勝手が極めて向上し化粧料として
の意義も強まった。
【００２５】
　水溶性不織布としては水溶性高分子繊維からなるものを好適に用いうる。市販品の中で
は、日本合成化学工業株式会社製水溶性PVOH、G-Polymer、や株式会社クレハ製水溶性PVO
H不織布、クラロンK-II、などが好適であることを確かめた。水溶性不織布を実際にゲル
シートに裏打ちするには、ゲルシートの粘着性を利用して直接水溶性不織布をラミネート
してもよいが、水溶性粘着剤を薄く水溶性不織布上に塗布して後にゲルシートにラミネー
トするとラミネート強度が増大する。
　水溶性フィルムは、不織布と同素材のポリビニルアルコールをからなるフィルムを好適
に用いうる。水溶性を上げるために鹸化度が高くないことが望ましい。具体的には、株式
会社アイセロ製ソルブロンＴＳ、あるいはソルブロンＣＡなどが使用できる。
【００２６】
　化粧用アルコゲルシートには、本発明の目的及び効果に影響が出ない範囲で化粧品や医
薬品成分等の有価成分を配合できる。特に化粧品、医薬部外品としての応用に有利である
。配合可能な成分として例えば、美白成分、抗シワ成分、抗炎症成分、血行促進成分、抗
菌成分、抗そう痒成分、各種ビタミン及びその誘導体、抗酸化成分色素、オイル成分、香
料等が挙げられる。
　配合する化粧品や医薬品成分は、原料水溶液に添加すればよい。
【００２７】
　美白成分としては、特に限定されないが、例えば、アスコルビン酸リン酸エステルマグ
ネシウム塩、アスコルビン酸グルコシド及びその塩類及びアシル化誘導体、エチルアスコ
ルビン酸、パルミチン酸アスコルビルなどのビタミンＣ誘導体、α－アルブチン、β－ア
ルブチン、コウジ酸、プラセンタエキス、システイン、グルタチオン、エラグ酸、ルシノ
ール、トラネキサム酸、バイカレイン、アデノシン及びそのリン酸ナトリム塩、アスタキ
サンチン、鹿角霊芝、油溶性甘草、ラベンダー、ルムプヤン、ワレモコウ、レスベラトロ
ール、霊芝及びそれらのエキス、チンキ或いはそれらに含まれる成分等が挙げられる。
【００２８】
　抗シワ成分としては、特に限定されないが、例えば、レチノール、レチノイン酸、酢酸
レチノール、パルミチン酸レチノールなどのレチノイド、クエン酸、フルーツ酸、グリコ
ール酸、乳酸などのα－ヒドロキシ酸、α－ヒドロキシ酸コレステロール、ルチン糖誘導
体、Ｎ－メチルセリン、エラスチン、コラーゲン、セリシン、ツボクサエキス、黄金エキ
ス、等が挙げられる。
【００２９】
　抗炎症成分としては、特に限定されないが、例えば、グリチルレチン酸、グリチルレチ
ン酸２Ｋ，アラントイン、イプシロン－アミノカプロン酸、アズレン、シコニン、トラネ
キサム酸及びオウレン、甘草、テルミナリア、セイヨウノコギリソウ、シコン、ヒレハリ
草、アロエ、ブッチャーブルーム、マロニエ、モモ葉、ビワ葉及びそれらのエキス、チン
キ或いはそれらに含まれる成分などが挙げられる。
【００３０】
　血行促進成分としては、特に限定されないが、例えば、ビタミンＥ類、ニコチン酸、ニ
コチン酸アミド、ニコチン酸ベンジル、ニコモール、カフェイン、カプサイシン、ノナン
酸バニリルアミド、ショウガオール、ジンゲロール、等が挙げられる。
【００３１】
　抗菌成分としては、特に限定されないが、例えば、イソプロピルメチルフェノール、ト
リクロサン、トリクロカルバン、トリクロロヒドロキシフェノール、ハロカルバン、塩化
ベンザルコニウム、塩化ベンゼトニウム等のカチオン界面活性剤、感光素、酸化亜鉛、酸
化チタン、キチン、キトサン、ヒノキチオール及びアニス、等が挙げられる。
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【００３２】
　抗そう痒成分としては、特に限定されないが、例えば、塩酸ジフェンヒドラミン、マレ
イン酸クロルフェニラミン、クロタミトン、グリチルリチン酸類、メントール、カンファ
ー、ローズマリー油、カプサイシン、ノナン酸バニリルアミド、ジブカイン等が挙げられ
る。
【００３３】
　ビタミン類としては、特に限定されないが、例えば、油溶性ビタミン類としてビタミン
Ａ油、肝油、酢酸レチノール、パルミチン酸レチノール、レチノール、デヒドロレチノー
ル、ビタミンＡ３、レチノイン酸、ビタミンＤ、ビタミンＤ２（エルゴカルシフェロール
）、ビタミンＤ３（コレカルシフェロール）、ビタミン誘導体、ビタミンＥ（トコフェロ
ール）、酢酸ｄｌ－α－トコフェロール、ｄｌ－α－トコフェロール、酪酸トコフェロー
ル、ニコチン酸トコフェロール、ニコチン酸ベンジルエステル、天然ビタミンＥ、ビタミ
ンＫ、ビタミンＵ等が挙げられる。又、水溶性ビタミン類として、ビタミンＢ１（サイア
ミン）、ビタミンＢ２（リボフラビン酪酸エステル）、ビタミンＢ６（ジカプリル酸ピリ
ドキシン、ジパルミチン酸ピリドキシンなど脂肪酸エステル）、ビタミンＢ１２（コバラ
ミン）、ビタミンＢ１３、ビタミンＢ１４、ビタミンＢ１５（パンガミン酸）、葉酸、カ
ルニチン、チオクト酸、パントテニールアルコール、パントテニールエチルエーテル、パ
ントテン酸、ニコチン酸、ニコチン酸アミド、コリン、イノシトール、ビタミンＣ（アス
コルビン酸）、ステアリン酸アスコルビル、パントテン酸アスコルビル、ジパルミチン酸
アスコルビル、ビタミンＨ（ビオチン）、ビタミンＰ（ヘスペリジン）、アプレシア、等
が挙げられる。
【００３４】
　抗酸化成分としては、特に限定されないが、例えば、アントシアニン、カテキン、緑茶
ポリフェノール、りんごポリフェノールなどのポリフェノール類、アスコルビン酸、アス
コルビン酸ナトリウム、アスコルビン酸硫酸ナトリウム、β－カロチン、アスタキサンチ
ンなどのカロテノイド、トコフェロール類、酢酸トコフェロール、天然ビタミンＥ、トコ
モノエノール、トコトリエノール、クルクミンなどのβ－ジケトン、セサミン、セサモリ
ンなどのリグナン、オイゲノールなどのフェノール、等が挙げられる。
抗アレルギー成分としては、特に限定されないが、例えば、グリチルレチン酸、グリチル
リチン酸２Ｋ，などのグリチルレチン酸誘導体、甘草、クロレラ、コンフリー、ボタンピ
、フユボダイジュ、エンメイソウ、セージ、シソ、ヨモギ及びそれらのエキス、チンキ或
いはそれらに含まれる成分等が挙げられる。
【００３５】
　オイル成分としてはオリーブオイル、スクワラン、スクワレン、パラフィンオイル、等
が挙げられる。オイル成分を添加すると、アルコゲルシートの皮膚への感触が良くなる。
多量に添加すると相分離を起こしがちであるので、本発明のアルコゲルシート中のオイル
成分の量は５質量％以下が好ましい。
【００３６】
　本発明の化粧用アルコゲルシートは、カルボキシ基含有水溶性高分子、酸及び多価アル
コールを水に均一に溶解し、目的とする形態となるように水分を適度に乾燥・蒸散させて
ゲルシートとし、その後水溶性不織布等上に積層して製造することができる。
　具体的には、カルボキシ基含有水溶性高分子と多価アルコールと酸とを含む水溶液をプ
ロペラ式回転型撹拌装置で混和し調製する。この調製した水溶液をポリエチレンテレフタ
レートフィルム上に均一の厚みになるように塗布し、温風で乾燥することにより、透明で
、均一な厚みのゲルシートを製造する。前記水溶液の乾燥工程においては、ゲルの含水量
が40質量％以下となるように乾燥させる。好ましくは、30質量％以下である。その後の水
溶性不織布等とゲルシートとの一体化の工程中にゲルの乾燥が進行する可能性があるから
である。
【００３７】
　その後、水溶性不織布等をラミネートし、圧着して不織布とゲルシートを一体化する。
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ゲルシート中には30質量％以下ではあるが水分を含んでおり、かつ、不織布又はフィルム
は水溶性であるので、圧着によりゲルシート中の水分及び有価成分が不織布等に移行しゲ
ルシートと不織布等は一体化されたシートとなる。その後ゲルシートを裁断して円形、楕
円形、勾玉状、フェイス状とし、これをシート状化粧料として製品とする。不織布等は水
溶性を助長するためにグリセリンなどの多価アルコールを含んでもよい。
　本発明における不織布は目付量５～１００ｇ／ｍ２が適当であり、フィルムの場合は５
～５０μｍの厚さが好ましい。
【００３８】
　本発明の化粧用ゲルシートの厚みは、ゲルシート単体が４０～６００μｍ、好ましくは
８０～２５０μｍ、であり、全体としての本発明の化粧用ゲルシートの厚みは、５０～７
００μｍ、好ましくは１００～３５０μｍである。
【００３９】
　本化粧用アルコゲルシートを顔に適用すると、空気中の水蒸気が不織布を通過して多価
アルコールと反応し、あるいは顔の表面の水分を吸収して、発熱し顔面に温感を与える。
　本化粧用アルコゲルシートを顔に適用後適量の水を与えてマッサージすると、顔面に温
感を与えつつアルコゲルシートは次第に溶解する。水分量が増え、pH値が上昇するために
ゲルが溶解するためである。水溶性不織布等は水の供給によりゲルと同時に溶解する。
【発明の効果】
【００４０】
本発明の化粧用アルコゲルシートは、水は必須成分ではなく、多価アルコール中にカルボ
キシ基含有水溶性高分子がゲル化して存在している。このような化粧用アルコゲルシート
は次のような特徴を有する。
（１）水を少量しか含まないので微生物の繁殖に適さず、防腐剤を必要としない。
（２）主成分が多価アルコールであり、本アルコゲルシートを皮膚に適用し水（お湯）で
マッサージすれば、アルコールが水和により発熱し肌に心地よい感覚をあたえる。
（３）水に不安定な化粧品有価成分の安定性が増す。
【００４１】
本発明の化粧用アルコゲルシートは、水溶性高分子や多糖類本来の優れた特長を活用して
いる。化学架橋をしないカルボキシ基含有水溶性高分子ゲルは、皮膚に適用後少量の水を
加えると多価アルコールの水和による温感が発生し、マッサージするとゲルが溶解し配合
成分が皮膚に浸透する。その後水で洗い流しても効果は持続し、皮膚に温感、うるおい感
とすべすべ感を与える。そのため美容分野に用いる材料として有用である。従来型ハイド
ロゲルシートではこのような効果が見られない。
【００４２】
本発明の化粧用アルコゲルシートは、水溶性不織布等上に積層したので、機械的強度が増
し、従来品より取り扱いやすくなった。
【発明を実施するための形態】
【００４３】
以下に実施例を例示して本発明を説明するが、もとより本発明は実施例に限定されるもの
ではない。
【００４４】
（実施例１～６、比較例１，２の製造法）
カルボキシ基含有水溶性高分子、多価アルコール及び酸の水溶液を、表１に記載の配合比
（質量部）によりプロペラ式回転型攪拌装置で攪拌混合して原料水溶液を調製した。トコ
フェロールやアプレシエは少量のエタノールに溶解させて添加した。調製した原料水溶液
を25μmのポリエチレンテレフタレートフィルム上に均一の厚みとなるよう塗布し、ギア
オーブンで80℃、5～30分間乾燥し、約200μmの厚みの化粧用ゲルシートした。水溶性不
織布上に水溶性粘着剤溶液を乾燥後の厚さ約10μmに塗布し８０℃で２０分乾燥させその
上にゲルシートをかぶせてローラーで圧着しゲルシートと不織布等をラミネートした。
実施例１～５においては水溶性不織布を用い、実施例６においては水溶性フィルムを用い
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た。得られたシートを裁断して各種の評価に供した。
【００４５】
　　（表１）化粧用アルコゲルシート製造のための原料水溶液の組成とpHの表

【００４６】
各原料の規格及び入手先は次の通りである。ヒアルロン酸は分子量約80万（キッコーマン
バイオケミファ株式会社製FCH-80）を用いた。その他の原料として、グリセリン（濃グリ
セリン、ミヨシ油脂株式会社）、クエン酸（ナカライテクス株式会社）、パルミチン酸ア
スコルビルリン酸３ナトリウム（アプレシエ、昭和電工株式会社）、トコフェノール（ナ
カライテクス株式会社）、キサンタンガム（三晶株式会社）、ゲランガム（和光純薬株式
会社）、カルボキシメチルセルロースはCMC1260 (大セルファインケム株式会社)、アルギ
ン酸（キッコーマンバイオケミファ株式会社）を用いた。乳酸、エチレングリコール、塩
酸及び酢酸は試薬特級（ナカライテスク株式会社）を用いた。水溶性不織布は、水溶性PV
OH、G-Polymer、目付量＝30g/m2（日本合成化学工業株式会社）を用いた。水溶性フィル
ムはソルブロンＴＳ（厚さ30μm）（株式会社アイセロ）を用いた。水溶性粘着剤はリキ
ダインＡＲ－2090（ビッグテクノス株式会社）を用いた。
塩酸及び酢酸の量は、水溶液試薬からの換算質量部である。
【００４７】
（製造された多糖類ゲルシートの性状比較）
実施例１～６、及び比較例１～２の多糖類ゲルシートの評価結果を表２にまとめる。なお
、比較例のゲルは水分が多くシートではなく液体であったため、ゲルシートを前提とする
各種試験を実施することは無意味であったので評価を実施しなかった。
１．性状観察結果
　肉眼及び感触による柔軟性、弾性に関する観察結果を示す。Ａは柔軟性、弾性、すべて
十分。Ｂは柔軟性十分、弾性弱いが実用上差し支えない。Ｃはゲルではなく液体状態。
２．水分量測定結果
　　ゲル中の含水量の測定結果を示す。含水量の測定は試料を90℃で1時間加熱し加熱前
後の質量減少から求めた。
【００４８】
３．皮膚密着性試験結果
　多糖類ゲルシート（2cm×2cm）をヒトボランティア前腕内側に適用する時皮膚への密着
性の結果を示す。Ａはよく密着したことを示す
４．温感試験結果
多糖類ゲルシート（2cm×2cm）をヒトボランティア前腕内側に適用する時皮膚への温感の
結果を示す。Ａは高い温感を皮膚に感じたことを、Ｂは温感を多少感じたことを示す、
【００４９】
５．溶解性試験
　ヒトボランティアの前腕部に多糖類ゲルシート（2cm×2cm）を適用し1mlの水を滴下し
て３分間シート上からマッサージしゲルの溶解性を観察した。Ａは完全に溶解したことを
示す
６．取り扱い性試験
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　Ａはシートの機械的強度が強く多少不注意に取り扱ってもゲルシートが破れることがな
く、取り扱いがきわめて容易であることを示す
【００５０】
　　（表２）化粧用アルコゲルシートの性質と試験結果の表

【００５１】
　表１より、水溶液組成は、実施例及び比較例のいずれの場合も、アルコゲルシートの原
料溶液としては好適であることがわかる。
　表２より、アルコゲルが安定に生成するためには、水分を30質量％以下、好ましくは20
質量％以下となるよう乾燥する必要があることがわかる。
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